
前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期 後期 前期 中期
「思いを伝えるため

に適したツールは考

えを比較しながら聞

こう」

「三十一音で世界

を切り取ろう」

「ビブリオバト

ルをしよう」

「漢字と仮名の調

和を意識して行書

を書こう」

「さまざまな視

点で物事を見つ

めよう」

「武士の生き方

に迫る」

「もし助詞がな

かったら…」

「説得力のある提

案をしよう」

「お礼状を書

こう」

「助動詞の役割

とは…」
冬季課題

比較する 関連付ける・具体化する 関連付ける 比較する 比較する 関連付ける 分類する 多面的・多角的にみる 具体化する 分類する 具体化する・抽象化する

思いを伝えるツールにつ

いて，自分と他者の考え

と根拠の違いに着目し，

最も適したものを判断す

ることができる。

愛というテーマに基づいた

生活体験について，その情

景や心情を表現するのに適

した言葉に着目し，短歌を

作ることができる。

自分のお気に入りの本につ

いて，その内容や魅力に着

目し，聞き手を意識して紹

介することができる。

行書での筆記について，

漢字と仮名の調和に着目

し，読みやすく速く書く

ことができる。

２つの文章に説明的文章に

ついて，比較して見える共

通点や相違点に着目し，文

章の構成や論理の展開につ

いて自分の考えをもつこと

ができる。

平家物語に表れた武士の生

き方について、時代背景や

登場人物の現王に着目し、

自分の考えをもつことがで

きる。

助詞について，それ

ぞれの働きに着目

し，文章の中で適切

に使うことができ

る。

選んだテーマについて，提

案をするのに適した資料の

あり方に着目し，資料を適

切に用いて説得力のある提

案をすることができる。

職場体験で感じたことに

ついて，表現の効果に着

目し，お礼状として文章

を整えることができる。

助動詞について，そ

れぞれの働きに着目

し，文章の中で適切

に使用することがで

きる。

日常生活の中で感じたこと

について、語彙や表現技法

に着目し、目的や条件と関

連付けながら、具体的ある

いは抽象的に書くことがで

きる。

オリエン 冬季課題

具体化する・抽象化する

オリエン 冬季課題

「化学変化と熱の出入り」 冬季課題 「電流の正体」 「日本の気象」

関連付ける 具体化する・抽象化する 関連付ける 多面的に見る
化学変化と熱の関係につい

ての実験を行うことで、物

質の性質の変化に着目し、

実験結果を実生活で活用さ

れている事例と関連付けて

説明できる。

電子の性質について、静電気や

クルックス管の実験と電流の性質

を関連づけることで、電子の性

質を理解し、電流の正体が電子

であることを説明できる。

日本の季節の気象について、日本付近の

気団の関係性と時間による変化を、気象

要素と地理的要因を関連づけ、多面的に

考察することで、四季の気象の特徴を説

明できるとともに、天気図から気象の特

徴を推測できる。

Unit 0 My Spring Vacation

Stage Activity 1

A Message to Myself in

the Future

冬季課題

関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する 関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する

思い出を伝えるスピーチに

おいて、適切な言語材料を

活用し、思考・判断して情

報を整理することで、聞き

手にわかりやすくスピーチ

すること。

自分に合うと思う仕事について

伝え合う活動において、社会へ

の貢献・参画意識をもち、論理

の階層性を意識して話すことで、

聞き手にわかりやすく伝えるこ

と。

CAREERオリエ

ンテーション

B-time

要約する

B-time

情報を吟味する

B-time

企画する

B-time

引用する

B-time

資料をつくる

B-time

説明する

B-time

共感的・批判

的に聞く

１学期の振り返り 冬季課題 １年間の振り返り

具体化する・抽象化する

道徳開き 冬季課題

具体化する・抽象化する

冬季課題

具体化する・抽象化する

「多彩な表現に

挑むのはなぜだ

ろう」

「作者はどのような

思いで制作しただろ

うか」(岡本太郎)

冬季課題

多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る 具体化する・抽象化する

作者の生き生きとした表現

にふれ、自己表現の意味や

生き方に関わる美術につい

て感じ取り、美術の学習に

広がりをもつことができ

る。

自身の見方や感じ方

を認知し、他者の意

見や異なる考え方

を、より柔軟に受け

入れていく力。

これからの生

物育成の技術

生活や社会とエネ

ルギー変換の技術

これからのエネ

ルギー変換の技

術

生活や社会と

情報の技術

多面的に見る・多角的に見る　関連付ける 多面的に見る・多角的に見る　関連付ける 関連付ける 多面的・多角的に見る　関連付ける

よりよい地域社会の構築を目指

して、生物育成の技術の見方・考

え方について考え、これまでの

学習と関連付けて生物育成の技

術の役割や影響、最適化につい

て、説明することができる。

エネルギー変換の技術が生

活や社会においての役割を

知り、便利さや経済性、安

全性、環境への配慮などを

考えることができる

持続可能な社会を実現するため

に、これまで学んだエネルギー変

換の様々な技術を関連付け、そ

れを利用することで実現される社

会を説明することができる。

情報の技術が、さまざま

な技術と関わりながら持

続可能な社会の実現につ

ながっていることを見つ

けることができる。

「衣生活を豊かにす

るために、どのよう

に工夫・実践するの

か」

冬季課題

具体化する・抽象化する

実践結果や考察した

ことを、これからの

衣生活を展望しなが

ら論理的に表現する

ことができる

冬季課題

具体化する・抽象化する

バレーボールについて、個人の技能やポ

ジション、人数ルールに着目し、映像や

チーム内での対話活動を通して、多面

的・多角的な視点から、チームに必要な

技術や練習方法を導き出すことができ

る。

傷害における様々なデータから現

状や背景、要因を具体的に読み

取り、日常生活、学校生活、犯

罪被害、自然災害といった場面

において、危険予測や回避の方

法をまとめることができる。

R5年度　佐賀大学教育学部附属中学校　第二学年　単元配列表

E-Time⑤

修学旅行

「天気の変化」

思考操作

思考操作 多面的・多角的に見る 関連付ける 具体化する・抽象化する多面的・多角的に見る 具体化する

思考操作

夏季課題特別活動 「学校行事　校外学習」 「学校行事　大運動会」

資質・能力

Stage Activity 3

My Favorite Place in Our Town

関連付ける・構造化する

佐賀のおすすめスポットについて、概要と課題点、その解決策について伝え合う活動において、日々の

生活における気づき（問題意識）や既存の知識、体験などを関連付けて考え、指示、置き換え、省略、

接続、語彙結束などを駆使して話すことで、聞き手にわかりやすく伝えること。

「高校調べ」を通して描いた将来像を実現するために、こ

れからどうすべきか具体化したり、最上級生としてどのよ

うに学校に貢献すべきか考えたりすることができる。

思考操作

英語

TRAIN

(C-Time)

資質・能力

ソフトボールについて、対話、観察、資料から技能のポイントを意

識しながら構造化し、個人やチームの改善点に着目し、技術、仲間

との連携、ルールなど多面的・多角的に解決することを仲間と協力

しながら楽しむことができる。

「さまざまな技法で

描く」（モダンテク
関連付ける

絵の具やいくつかの素材を用いて、偶

然生まれる形や色彩、組み合わせから

発想を広げ、新たな表現方法として活用

することができる

「視点の違いによって、どのようにイメージ

が変化するだろうか」
多面的・多角的に見る

視点の違いや構図の工夫による造形的なよさや美しさを感じ取り、

見慣れた風景を視点の位置を変えて見つめ主題を生み出し、表現方

法を追求しながら創造的に表すことができる。

具体化する・抽象化する

混声合唱について、曲の構成に着目し、ふさわしい歌い方を考えることで、ハーモニーやフレーズの

関係を理解し、曲想と音楽の構造や背景などと関連付けながら、歌詞の内容や曲想を生かした表現を

工夫することができる。

関連付ける

体つくり運動

多面的・多角的に見る　比較する　分類する 具体化する

身近な製品に用いられている運動を変化させるための仕

組みについて、モデル化し、観察・実験を通して動作を

確かめることができる。

多面的・多角的に見る　具体化する　関連付ける

「浮世絵の良さや特性はどのようなものがあ

るだろうか」（浮世絵はすごい、文化の出会

いがもたらしたもの）

多面的・多角的に見る

浮世絵の特色や時代背景などに関心をもち、表現の

特色や美しさ、作者の意図と創造的な工夫などか

ら、美術を通した国際理解、美術文化の継承と創造

について考えることができる。

電気の利用

多面的・多角的に見る　比較する   関連付ける

様々な電源の電圧について、その大きさや波形等、電気の物性に関

する観察・比較をすることで、基礎的な事項を身に付けることがで

きる。また、電気エネルギーについて、光や熱、動力、音・信号へ

変換する仕組みに関連した観察・実験を行うとともに、

電気の利用

多面的・多角的に見る　比較する   関連付ける

社会的側面、経済的側面、環境的側面に着目

し、その利用の仕方を説明することができ

る。

具体化する・抽象化する

夏季課題

（生活の課題と実践）

構造化する　多面的・多角的に見る　具体化・抽象化する

資質・能力

水泳について、対話、観察、資料から技能のポイントを意識

しながら構造化し、泳法の改善点に着目し、ICTを活用しな

がら探究的に課題を見つけ、自分のフォームを客観的に理解

することができる。

思考操作 構造化する　多面的・多角的に見る 構造化する 構造化する　多面的・多角的に見る　具体化・抽象化する関連付ける
自分自身の生活習慣について、１学期に学習した

ことを関連させ、健康を支えていく上で必要とな

る改善点を見直し、疾病等のリスクを軽減する方

法について理解することができる。

分類する　比較する 構造化する　多面的・多角的に見る　分類する比較する　構造化する　多面的・多角的に見る見通す　関連付ける

体つくり運動について、自他の体と心の状態に着目して捉

え、仲間と積極的に関わり、交流しながら支え合い、健康や

体力向上のための運動メニューを計画し、楽しさや喜びを感

じあいながら実践することができる。

バスケットボールについて、対話、観察、資料から技能

のポイントを意識しながら構造化し、個人やチームの改

善点に着目し、技術、仲間との連携、ルールなど多面

的・多角的に解決する方法を仲間と協力しながら見つけ

ることができる。

サッカーについて、対話、観察、資料から技能のポイン

トを意識しながら構造化し、個人やチームの改善点に着

目し、技術、仲間との連携、ルールなど多面的・多角的

に解決する方法を仲間と協力しながら見つけることがで

きる。

バスケットボールについて、対話、観察、資料から技能

のポイントを意識しながら構造化し、個人やチームの改

善点に着目し、技術、仲間との連携、ルールなど多面

的・多角的に解決する方法を仲間と協力しながら見つけ

ることができる。

サッカーについて、対話、観察、資料から技能のポイン

トを意識しながら構造化し、個人やチームの改善点に着

目し、技術、仲間との連携、ルールなど多面的・多角的

に解決する方法を仲間と協力しながら見つけることがで

きる。

ソフトボールについて、対話、観察、資料から技能のポ

イントを意識しながら構造化し、個人やチームの改善点

に着目し、技術、仲間との連携、ルールなど多面的・多

角的に解決することを仲間と協力しながら楽しむことが

できる。

ダンスについて、感じを込めて踊ったり、みんなで楽し

く踊ったりすることに着目し、多様なテーマから、表し

たいイメージを具体化したり、抽象化したりしながら、

他者に伝わるよう動きに変化をつけたり感情を込めたり

して表現することができる。

幅跳び・高跳びについて、対話、観察、資料から技能の

ポイントを意識しながら構造化し、跳躍の各場面におけ

る改善点に着目し、ICTを活用し、力の強さ、向き、タ

イミング、助走、踏み切りなど自分なりに分類しながら

気づき、課題解決を図ることができる。

バレーボールについて、個人の技能やポジション、人数

ルールに着目し、映像やチーム内での対話活動を通し

て、多面的・多角的な視点から、チームに必要な技術や

練習方法を導き出すことができる。

幅跳び・高跳びについて、対話、観察、資料から技能の

ポイントを意識しながら構造化し、跳躍の各場面におけ

る改善点に着目し、ICTを活用し、力の強さ、向き、タ

イミング、助走、踏み切りなど自分なりに分類しながら

気づき、課題解決を図ることができる。

ダンスについて、感じを込めて踊ったり、みんなで楽し

く踊ったりすることに着目し、多様なテーマから、表し

たいイメージを具体化したり、抽象化したりしながら、

他者に伝わるよう動きに変化をつけたり感情を込めたり

して表現することができる。

思考操作

保健体育 奇数組：ソフトボール／偶数組：ダンス 水泳

資質・能力

奇数組：サッカー／偶数組：バスケットボール 奇数組：バスケットボール／偶数組：サッカー

自分や家族の消費行動について、持続可能な社会の構築等の視点で捉え、自分の実態と地域社会の問

題を関連付けて課題を設定し、情報を吟味したり、関連付けたりして、自立した消費者として責任のあ

る消費行動を工夫することができる。

自分の食生活について健康の視点で捉え、食生活実態調査や他者との対話を

通して自分の生活を多面的・多角的に振り返り、課題を設定して食習慣や食事

の内容について工夫することができる。

食文化の継承について、持続可能な社会の構築や生活文化の継承の視点で捉え、自分の生活経験や食生活を取り巻く社会

の現状を関連付けて課題を設定し、他者と交流して解決策を検討することができる。

「食生活を豊かにするために、どの

ように工夫・実践するのか」

具体化する・抽象化する

自分の食生活について、健康・快適・

安全や持続可能な社会の構築等の多面

的・多角的な視点で捉え、課題を設定

し、解決するための実践・改善・評価

をすることができる。

夏季課題 奇数組：陸上（幅跳び・高跳び）／偶数組：バレーボール 奇数組：バレーボール／偶数組：陸上（幅跳び・高跳び）奇数組：ダンス／偶数組：ソフトボール

「健康を保つためには、何をどれだけ食べればよいのか」

ー友人の食生活について、アドバイスしようー
関連付ける、多面的・多角的に見る

自分の食生活について健康の視点で捉え、友人の食生活のアドバイスを通して、多面的・多角的な視点より健康的な食生活で

あるか評価し、改善策を提案することができる。

「和食の良さを伝える献立とは、どのような献立だろうか」

 －和食の良さを伝える献立を作成しよう－

関連付ける

献立の作成について健康や安全の視点で捉え、用途に応じた食品の選択、材料に

適した加熱調理の仕方について理解したことを関連付けて工夫し、ワークシート

に表現することができる

家庭

思考操作

「持続可能な社会を目指し、消費者としてどのような行動をとればよいだろうか」

関連付ける

「健康を保つためには、何をどれだけ食べればよいのか」

ー友人の食生活について、アドバイスしようー

関連付ける、多面的・多角的に見る

夏季課題
（生活の課題と実践）

具体化する・抽象化する

資質・能力

自然界にあるエネルギー源が他のエネルギー

に変換されて利用される仕組みを知り、内燃

機関や外燃機関、発電方法の長所・短所等、

社会面や環境面、経済面から比較してまとめ

ることができる。

生物を育成することについて、環境面や経済面等の条件を踏まえて設定した課題に基

づき、育成環境の調節方法を構想して、育成計画を具体化することができる。

収穫の様子（品質や収穫量など）と、解決過程で収集したデータとを関連付けて整理

し、収穫レポートにまとめながら最適解を探り、問題解決の過程と結果を振り返るこ

とができる。

資質・能力

技術

作者の心情や表現の意図と創造的な工夫など

について考え、造形的な特徴などを基に主題

を生み出し、濃淡や線などの効果を生かし

て、創造的な構成を工夫することができる。

生活の中のピクトグラムがどのような働きをしているか関心をもち、校内の教室や委員会を他

者に伝えることを基に主題を生み出し、形や色彩などによる伝達の効果をもとに、わかりやす

さや美しさを考え構想を練り表現することができる

身近にある工夫の見られるパッケージに注目し、伝える相手や内容のほか、社会との関わりな

ども視野に入れて主題を生み出し、情報や気持ちなどを分かりやすく美しく的確に伝える効果

と調和を考えて創造的に表すことができる。

思考操作 関連付け・構造化する 関連付ける・構造化する 具体化する・抽象化する 具体化する・抽象化する

エネルギー資源の利用 運動の利用生物育成の技術による問題解決

美術

比較する

資質・能力

音楽を形づくっている要素や音楽に関する用

語や記号と音楽表現との関わりについて理解

し、曲想と、音楽の構造や背景などを関連付

けながら、音楽文化について理解することが

できる。

曲のもつよさや特徴について、リズム・速度、ハーモニーに

着目し、曲想や音楽の構造を理解し、それらと歌詞の意味を

関連付け、イメージを広げながら歌唱表現をすることができ

る。

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及び音楽の多様性

などの音楽文化について、比較しながら考察する活動を

通して理解することができる。

主旋律と副旋律の関わり方について理解し、比較するこ

とでその違いを感じ取り、パートの役割にふさわしい声

や歌い方で歌うとともに、ハーモニーやフレーズの関係

を理解しながら、歌詞の内容や曲想を生かした表現を工

夫することができる。

曲想と音楽の構造や背景などの関わり

及び音楽の多様性などの音楽文化につ

いて、比較しながら考察する活動を通

して理解することができる。

曲にふさわしい音色について、音域の

高低に着目し、息の吐き方やタンギン

グの仕方を使い分けながら演奏の工夫

することができる。

発表会で演奏する曲について、音楽表現に関わる知識や技能

との関わりを理解し、曲にふさわしい音楽表現を考えるとと

もに、自分なりの思いや意図を伝える演奏となるように表現

の工夫をすることができる。

卒業式歌について、歌詞の内容に着目し、曲の背景や自

己のイメージと関連付けながら、混声３部合唱のよさを

生かし、思いが伝わる表現を工夫することができる。

「墨一色の表現から空間や奥行きを感じられ

るのはなぜだろうか」（水と筆を操る）
「ひと目で伝えるための工夫」(ピクトグラムで委員会を紹介しよう) 夏季課題「身近なパッケージの工夫に注目しよう」

「中身や気持ちを工夫して表す」(魅力を伝えるパッケー

ジ）
「心のイメージを形に」（ボックスアートで表そう）

比較する

音色、リズム、旋律、形式、構成を知覚し、それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受しながら、知覚したことと関連付けて考える

とともに、曲や演奏に対する評価とその根拠について多面的・多角

的に考え、よさや美しさを味わって聴くことができる。

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及び音

楽の多様性などの音楽文化について、比較し

ながら考察する活動を通して、民謡のよさや

美しさを味わって聴くことができる。

音楽 「音楽とは？」 「いい声、いい音で表現するためには？」 df
「情景がイメージできる音楽表現とは？」

「主旋律と副旋律の表現の違いとは？」

比較する 多面的・多角的にみる 関連付ける思考操作 関連付ける 関連付ける 比較する 比較する

「思いが伝わる表現とは？」「アルトリコーダーの魅力とは？」
「思いや意図を伝える演奏をするために

は？」

夏季課題

「合唱コンクールのクラス曲を紹
「混声合唱の魅力とは？」

「民謡の特徴と人の生活や感情に

は、どのような関わりがあるのだろ

うか？」

多面的・多角的にみる　関連付ける

資質・能力

生徒会において、学校全体の生活をよりよくするための

課題を具体化し、その解決のために話し合い、合意形成

を図ったり、意思決定したり、人間関係をよりよく形成

したりすることができる。

現在の学習が将来の社会・職業生活の基盤になることや、他

者との関わりを通して自己の将来に関する考えを深めること

の大切さを理解し、自己を見つめ、これまでの活動を振り

返って関連付けながら、主体的に新たな学習取り組もうとす

ることができる。

社会の形成者として、自らを生かした責

任ある行動とは何か具体化し、社会生

活における課題の改善に向けて貢献し

ようとすることできる。

資質・能力

日常とは異なる生活環境の中での集団生活の

在り方や公衆道徳について考え、学校生活や

学習活動の成果を活用するように多面的・多

角的に考えることができる。

体育的な集団活動の意義を、学校生活と関

連付けて理解し、規律ある集団行動の仕方

などを身に付けることができる。

他の生徒と協力して日頃の学習や活動の成果を具体化して発表

したり、美しいものや優れたものを創り出し、自ら発表し

合ったりして、自他の個性を認め、互いに高め合うことがで

きる。

道徳

働くことの意義、社会的・職業的な自立について多面的・多角的に見て理

解し、勤労観や職業感を深めたり社会奉仕の精神を養ったりして、進んで

勤労、生産や奉仕に関わる活動に積極的に取り組み、社会に貢献しようと

することができる。

夏季課題テニス部の危機 泣いた赤鬼 箱根駅伝に挑む 優しさの光線 命が生れるそのときに

多面的・多角的に見る 抽象化する 多面的・多角的に見る 関連付ける 多面的・多角的に見る

TRAIN

(B-Time)

TRAIN

(E-Time)

E-Time①

校外学習

Unit1

A Trip to Singapore

Unit2

Food Travels around the World

Unit3

My Future Job

相手の要望に合わせた海外旅行計画をプレゼンする活動において、伝えたい

内容や伝えるための英語表現を選択・決定し、目的やコミュニケーションの

対象に応じた表現の工夫をすることで、聞き手にわかりやすく伝えること。

お気に入りのレストランの好きなメニューついて紹介文を書く活動におい

て、伝えたい内容や伝えるための英語表現を選択・決定し、目的やコミュニ

ケーションの対象に応じた表現の工夫をすることで、読み手にわかりやすく

伝えること。

自分が体験したことや学んだことについてインタビューし合う活動におい

て、社会への貢献・参画意識をもって考察し、互いの考えについてたずねた

り伝えたりすることで、自分の考えなどを形成、整理、再構築すること。

関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する 関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する 関連付ける・構造化する

資質・能力

生物の細胞について、様々な細胞を観察し、異なる

生物の細胞の共通点や相違点に着目することで、細

胞の基本的つくりやはたらきを理解し、植物や動

物、多細胞生物や単細胞生物の特徴を比較し、生物

を分類することができる。

思考操作

資質・能力

平行四辺形の定義や定理に着目して捉え、長方形やひし形、

正方形が平行四辺形を特殊化した図形と見ることによって、

定義・定理がどのように変化するかまとめ、分類することが

できる。

理科 「生物をつくる細胞」

文字を用いた式について、具体的な場面で活用することに着目して捉え、一般化

することによって、その関係性を式化し、違う場面でも活用することができない

か検討し、説明することができる。

碁石の数当てや割合、速さの問題について、２数の求める解について着目して捉

え、抽象化することによって、加減法や代入法で連立方程式を解く過程を振り返

り、その共通点や相違点を関連付けることができる。

具体的な事象について、２つの数量の

変化に着目して捉え、理想化することに

よって、関数関係を見いだし、推論す

ることができる。

星形多角形について、対頂角や同位角、錯角、多角形の内角・外角に着目して捉え、図を特殊化する

ことによって、多面的・多角的な視点で図形を分割したり、補助線を引いたりするなどして筋道を立

てて説明することができる。また、頂点を１つとばしたり、２つとばしたりしたときにできる星形多

角形についても一般化して考えることができる。

二等辺三角形について、定義や定理に

着目して捉え、特殊化することによっ

て、演繹的に推論し、その性質を証明

することができる。

分類する関連付ける 構造化する 構造化する 関連付ける

「物質の成り立ち」

自由研究を行うことにより、身の回りの事象を数学化して捉

えることができる。方程式を導くことやグラフを表すことな

ど、既習事項を用いることで、具体化・抽象化することがで

きる。

構造化する

「植物の体のつくりとはたらき」

直角三角形の内部の格子点の個数について、直線の式と格子点の数の変化と対応に着目することで、

その関係について根拠を明らかにして説明することができる。

推論する 多面的に見る 比較する

データについて、代表値や四分位数に

着目して捉え、特殊化して箱ひげ図に表

すことで、多くのデータを多面的・多

角的な視点で比較することができる。

多面的・多角的に見る　比較する 推論する 比較する　関連づける・構造化する

比較する 推論する

具体化する・抽象化する 推論する　具体化・抽象化する 比較する　多面的・多角的に見る

具体化する・抽象化する

夏季課題

思考操作 推論する　分類する具体化・抽象化する 関連付ける 推論する

「箱ひげ図とデータの活用」数学 「図形の性質と証明」「式の計算」 「連立方程式」 「一次関数」 夏季課題 「一次関数」

「日本の諸地域　北海道地方」

思考操作 多面的・多角的に見る 関連付ける 多面的・多角的に見る 具体化する・抽象化する 関連付ける 構造化する 多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る 比較する　多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る

「日本の諸地域　関東地方」

「日本の諸地域　東北地方」
「帝国主義と日本」

北方領土問題について、ロシアとの関係性などに着

目して捉え、根室市を中心とした北海道本島と北方

領土の地域間の結びつきなどの地域という枠組みの

中で、北方領土問題の解決に向けて必要なことを多

面的・多角的に考察し、表現することができる。

防災について、災害が生じる位置や防災に取り組む人々の結び付き

などの空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や地域間の

結びつきなどの地域という枠組みの中で、どのようにして対策し、

地域の人々の生命を守ろうとしているか、多面的・多角的に考察

し、表現することができる。

向田邦子の父について，言動や態度に着目して，人物像を捉え，人

物調査報告書を作成することができる。

品詞の働きについて，後につながる言葉によってどのように語形が

変化するのかに着目し，用言の活用について理解することができ

る。

説明的文章について，文章と図表の関連に着目し，文章中の図表の

役割を考えることができる。

社会生活の中から決めた題材について，多様な方法で材料を集め分

類し，読み手の立場に立って文章を整えることができる。

社会 「日本の地域的特色」
「日本の諸地域　九州地方」

「日本の諸地域　中国・四国地方」
「武士による支配の完成」「天下泰平の世の中」「社会の変化と幕府の政策」 夏季課題

「日本の諸地域　近畿地方」

「日本の諸地域　中部地方」
「近代国家の歩みと国際社会」

文章に表れたものの見方や考え方について、

枕草子と徒然草を比較して見えるそれぞれの

良さに着目して捉え、それを踏まえて随筆を

書くことができる。

２つの文章について，使用される語句や筆者の述べ方に着目し，読

み手に与える印象の違いを考えることができる。

社会生活から設定した話題について，異なる立場や考えに着目し，

多面的。多角的な視点をもって話し合うことができる。

選んだ短歌について，使用されている言葉や表現技法などに着目

し，短歌に描かれた世界を具現化し，自分の思いや考えを表す適切

な言葉で物語を書くことができる。

選んだ詩について，心に残った表現に着目し，それを引用しながら

詩の紹介文を書くことができる。

各自が設定した課題につい

て，既習事項に着目し，実

行することができる。

自分で選んだ課題について，日常生活において感じたことや考えた

ことを具体化したり抽象化することに着目し，文章で表現すること

ができる。

言葉の本質について、桜と言葉に共

通するものに着目して捉え、相談者

の悩みに答えることができる。

登場人物の設定について，登場人

物どうしの関係に着目し，設定の

仕方を捉え人物関係図を作ること

ができる。

資質・能力

「日本の諸地域　関東地方」

「日本の諸地域　東北地方」

明治維新や日本の近代化など、近代の社会の変化の様子を、不平等条約の

改正や帝国主義への対抗などの視点に着目して捉え、江戸時代の社会の様

子と比較するなどして多面的・多角的に考察し、表現することができる。

資質・能力

①自然環境②人口③資源・エネルギー④交

通・通信の項目について、地域の共通点や差

異・分布などに着目して多面的・多角的に考

察し、表現することができる。

具体化する・抽象化する 具体化・抽象化する

「メディアを考える「正しい」は信じられるか」

「話し合いで問題を検討しよう」

「短歌物語を作ろう」

「好きな詩を紹介しよう」
「何をしたい・すべき」

考えるための技法 関連付ける　分類する 分類する　関連付ける 具体化する　引用する 関連付ける関連付ける 比較する　多面的・多角的に見る

夏季課題

「課題作文を執筆しよう」
「お悩み相談室～『言葉の力』に迫る～」 「人物関係図を作ろう」

関連付ける

３月

前期／中期／後期

国語
「人物紹介リーフレットを作ろ」

「用言の活用の学習をすことは何の意味があるのか」

「図表の役割を整理しよう」

「郷土のよさを伝えよう」

９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

「随筆を作ろう」

「和食の良さを伝える献立とは、どのような献立だろうか」

 －和食の良さを伝える献立を作成しよう－
関連付ける

多面的・多角的に見る　具体化する　関連付ける

エネルギー変換の環境面や経済面等の条件を踏まえて設定した課題に基づき、エネルギー変換の技術が生活や社会に果たしている

役割について具体化することができる。

エネルギー変換の技術の要素と、設計する要素を関連付けて整理し、レポートにまとめながら最適解を探り、問題解決の過程と結

果を振り返ることができる。

情報の表現と伝達

多面的・多角的に見る　関連付ける

Ｗｅｂページについて、その特徴と分かりやすい表現等

を関連付けた表現方法を知り、運営者や使用者の立場に

着目することで、今後の制作に生かすことができる。

関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する 多面的・多角的に見る　関連付ける・構造化する 多面的・多角的に見る　関連付ける・構造化する　具体化する・抽象化する 比較する 関連付ける・構造化する

「学級活動　高校調べ」「生徒会活動　生徒会改選」

「ベートーヴェンの交響曲第５番が200年近く経った今でも

いろいろな国で演奏されているのはなぜだろう」

具体化する・抽象化する

感情やイメージなどを形や色彩などで表すことに関心をもち、今の自分に合う音楽から感じ取ったことや考えたことを基に主

題を生み出し、形や色彩、構成などの効果を考え、材料の特性を生かして創造的に表現することができる。

「アジアの音楽とは？」

「日本語の美しい響きを生かした歌

唱表現とは？」

分類する　関連付ける
ネットワークの危険と情報セキュリティ対策

について、分類、整理することができる。ま

た、情報モラルの必要性と情報を収集・発信

するときに注意することを関連付けながら知

ることができる。

エネルギー変換の技術による問題解決 情報とコンピュータ

外国人に日本の習慣やマナーを伝える活動において、背景にある文化や相手

の立場を考え、伝達ストラテジー（身振り、婉曲表現）を意識して話すこと

で、聞き手にわかりやすく伝えること。

多面的・多角的に見る　関連付ける

情報の技術を活用した製品は、「社会からの欲求」「安全性」「経済性」

などさまざまな視点に考慮して最適化されて開発されていることに気づく

ことができる。

ユニバーサルデザインの考えに基づき、日本社会で改善すべきことについて

ディスカッションする活動において、日々の生活における気づき（問題意

識）や既存の知識や体験などを関連付けて考え、社会への貢献・参画意識を

もって社会を多面的・多角的に捉えて話すこと。また、相手の意見を聞き、

自分の考えなどを形成、整理、再構築すること。

E-Time②

マナーアップ講座

鳳雛塾

「学級活動　なぜ、人は働くのだろう」

「学校行事　職場体験」
「学校行事　合唱コンクール」 「学級活動　学び方を考える」

中学校卒業後の進路や社会生活に関する幅広

い情報を理解し、自分を見つめ、目指すべき

自己の将来像を具体化して描くことができ

る。

E-Time③

職場体験

E-Time④

進路学習

関連付ける　具体化する

現在の自分の興味・関心を将来の進路

（キャリア）と関連付け，キーワード

をもとに情報を集めたり，思考ツール

を用いて研究テーマに関する知識を広

げたり，整理したりしながら，自分の

研究のイメージを具体化し，解決の見

通しをもつことのできる適切な課題を

設定すること。

C-Time②

リサーチクエスチョンを決定する

多面的・多角的に見る　推論する

研究テーマに関する「問い」をこれ

までの学術分野の先行研究・事例や

対象や地域，状況など多面的・多角

的な視点から検証し，リサーチクエ

スチョンを発展させ，自分の研究の

意義や今後の研究の道筋を昨年度の

研究の経験から推論して見出すこ

と。

C-Time

情報を集める

無接点充電の仕組みについて、磁石とコイルでモデル化

する実験を通して、磁石と電流の磁界を関係付ける視点

で捉え、磁界のようすを図解表現したり、構造化したり

することで、無接点充電やICカードの仕組みを、電磁誘

導と交流電流の特徴を関連づけて説明できる。

気温、湿度、気圧と天気の変化について、観測結果

を時間による変化で捉え、グラフ化することで、気

温、湿度、気圧の変化と気象の変化を関連付けて考

察することができるとともに、気温、湿度、気圧の

変化から気象の変化を推測できる。

気圧配置と風向、風力の関係について、立体的な空

間で、高気圧と低気圧における空気の動きを捉え、

高気圧と低気圧の空気の動きを比較することで、風

が吹く原因を説明できるとともに、天気図から風向

や風力を推測できる。

自由研究と市村アイディア賞に取り組むことで、身の回りの自然事

象に対して理科的な視点で捉え、課題を設定し、仮説をたて、実験

や観察を通して科学的に探究することができる。

情報セキュリティと

情報モラル

具体化する 具体化する具体化する 関連付ける

「学級活動　社会に生き

る」

Unit 4

Homestay in the United States

Unit 5

Universal Design

植物の根・茎・葉のつくりと働きについて、観察・実験を通して、

つくりやはたらきが、植物によって共通していたり、異なっていた

りすることを多面的に考察することで、植物の生命を維持する工夫

について、それぞれの働きを構造化し、レポートにまとめることが

できる。

行ってみたい世界遺産について、その概要と課題について伝えるスピーチにおいて、社会への貢献・参

画意識をもって考察し、既存の知識や体験などを関連付けた意見や考えをもつこと。指示、置き換え、

省略、接続、語彙結束などを駆使して話すことで、聞き手にわかりやすく伝えること。

身近な話題についてディベートを行う活動において、伝えたい内容や伝えるための英語表現をグループ

で選択・決定し、論理の階層性を意識して相手やジャッジにわかりやすく話すこと。また、相手の論理

の展開に注意しながら聞き、聞き取った内容をふまえて、自分の考えなどを形成、整理、再構築するこ

と。

身近な話題についてクラスで調査した結果を報告す

る活動において、様々な見解を評価・選択し、特徴

を比較しながら考察し、論理の階層性を意識して話

すことで、聞き手にわかりやすく伝えること。

E-Time④

進路学習

E-Time③

職場体験

夏季課題

県外からの観光客の減少や過疎化の背景について、産業や地理的特色など

の視点から着目して捉え、佐賀県の状況と比較して考察し、その解決策を

提案することができる。

江戸幕府が成立し、安定していく近世の社会の変化の様子を、幕藩

体制の影響や民衆の生活の発展性などの視点に着目して捉え、織田

信長や豊臣秀吉の政策と関連付けるなどして多面的・多角的に考察

し、表現することができる。

先端技術産業や伝統的工芸品について、各産業の分布における傾向性や地

方的特殊性に着目して捉え、地域の環境条件や地域間の結びつきなどの地

域という枠組みの中で、各産業がどのように独自性・融和性をもとうとし

ているか関連付けることができる。

江戸幕府の滅亡など、近世の社会の変化の様子を、欧米諸国の近代化や天保の改革の失敗など

の原因と結果に着目して捉え、幕府滅亡の要因を構造化するなどして、多面的・多角的に考察

し、表現することができる。

Unit 6

Research Your Topic

Unit 7

World Heritage Sites

Stage Activity 2

Research and Presentation

確率について、場合の数をもとにしたものと実験や調査結果

をもとにしたものとの関係性に着目して捉え、理想化するこ

とによって、多数回試行したものが場合の数に基づいたもの

と同じようになると関連付けることができる。

前線を伴う気象の変化について、立体的な空間にお

ける空気の変動に着目し、飽和水蒸気量の変化、雲

のでき方、前線のでき方を関連付け、大気の動きを

図解表現することで、前線による天気の変化を多面

的に考察するとともに、天気図から気象の変化を推

測できる。

「いろいろな化学変化」 「化学変化と物質の質量」 「動物の体のつくりとはたらき」 「電流と回路」 「電流と磁界」 「気象観測」 「気圧と風」

推論する

「図形の調べ方」 「図形の性質と証明」 「場合の数と確率」

「酸化」や「還元」について、化学変化の前後で物

質の性質が変化することに着目することで、原子や

分子のモデルと関連付けて説明するために、科学的

に解決する方法を立案できる。

化学変化と質量の関係を、原子や分子をモデル化

し、実体的にとらえることで、化学変化と原子や分

子と関連づけ、化学変化と質量の関係を推測し、質

量の変化を求めることができる。

動物の体のつくりと働きについて、生命を維持する働きを調べる実

験・観察を通して、動物や植物などの生物間での器官のつくりや働

きの共通性と多様性に着目し、生命を維持するために、様々な器官

の働きは複雑に関連づいていることを多面的に考察することで、レ

ポートにまとめることができる。

「分解」という化学変化について、原子や分子モデルを使うことで

実体的に捉え、モデルを操作し、化学変化とモデルを関連づけ、物

質が原子や分子から成り立っていることを、化学反応式を使って説

明できる。

ジコチュウ カラカラカラ 招かれなかったお誕生会

多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る
よりよい学校生活について、優勝を目指したい部長

と楽しく部活動に励みたい部員それぞれの立場に

立って多面的・多角的に考え、自分が集団で果たす

べき役割を考えて行動しようという意欲をもってい

る。

相互理解について、誤解している二人の関係を材料にし

て考え、他者を自分の思い込みで捉えるのではなく、多

面的・多角的に考え、話し合い、理解し合う必要がある

ということに気づいている。

自分の正しいと判断した行動を実行することについて、友達

の目を気にして正しい行動ができなかった主人公を通して考

え、勇気をもって正しい行動をしようという実践意欲をもっ

ている。

差別する心について、江口いとさんが書いた「招か

れなかったお誕生会」の詩を題材にして考え、差別

は決して許さないという気持ちをもっている。

互いに信頼しあえる友人関係について、「泣いた赤鬼」の童話を題材にし

て自分の経験と関連付けて考え、信頼し合える関係とは対等な関係であり

お互いの幸せを望む関係であると友情に関する考えを深めている。

目標を実現するために節制した生活を送ることについ

て、箱根駅伝で活躍した青山学院大学の駅伝チームの生

活を通して考え、自分も目標達成に向けて望ましい生活

習慣を身に付けていこうという意欲をもっている。

自信をもった生き方について、努力しても上手くいかず自信

喪失している主人公が養護教諭のおかげで自分の良さに気づ

くという教材を通して考え、ありのままの自分を受け入れて

生きていこうという意欲をもつことができている。

自他の命の尊さについて、「いのちの音」の詩と出

産をテーマに写真を撮っているフォトグラファーの

写真や文章を通して考え、命は有限であるというこ

とに気づき、その命を精一杯生きていこうという意

欲をもっている。

人間の力を超えたものに対する畏敬の念について、大内

正巳が「ヒミコ」という銀河を発見したエピソードをも

とに考え、人間と自然との関わりを多面的・多角的に捉

えている。

集団が納得する意思決定について、「民主主義」と「多

数決」の関係を整理しながら考え、より多くの人が納得

する決め方だけでなく、不幸になる人が少ない決め方に

ついて考えを深めている。

宇宙の始まりに思いを寄せて 民主主義と多数決の近くて遠い関係

多面的・多角的に見る 抽象化する 抽象化する

「学級活動　中３の自分を考えてみよう」

具体化する

電流、電圧、抵抗の関係について、直列回路と並列回路の豆電球の明るさを比較し、電流、電圧、抵抗

の量的関係に着目し、条件を制御しながら電流、電圧の大きさを測定する。結果を分析して、グラフ化

することで、電流、電圧、抵抗の関係を関連付け、その性質と法則を見出すことができるとともに、電

気のはたらきについて説明できる。

C-Time④

研究手法を考え、計画を立てる
比較する　多面的・多角的に見る

リサーチクエスチョンに対する仮説を立証

するために必要な情報と関連付けた調査・

実験方法を，様々な調査・実験方法と比較

するなどして多面的・多角的に選ぶこと。

C-Time③

仮説を立てる
関連付ける　推論する

先行研究・事例等を関連付けたリ

サーチクエスチョンに対する複数

の仮説を立て，仮説を検証するた

めの適切な方法を，検証結果を推

論して導き出すこと。

C-Time①

研究テーマを決める
分類する

情報を集めるために必要なことを改めて知

り，昨年度の研究内容を再調査することに

よって，自分の研究内容を分類して整理する

こと。


